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椅 子 シ リ ー ズNo.1

椅 子 に つ い て

妹 尾 衣 子

1.椅 子は 多様 に なった

椅子 は社会 の産物 で ある。歴史 の中で,夥 しい数 の椅 子類 が,時 には神 や

権 力の象徴 と して,時 には実用 の為 に姿 を現 わ した。近 代 になって か らは,

椅 子 とい うイ メー ジをもとに,す われない椅 子や椅子 の よ うな もの が表現 さ

れ,デ ザ イ ンとアー トの境 界 も重層 的 になった。

現代 の椅子 の 多様 さの特徴 は,今 新 しく作 られてい る椅子 と同時 に,時 代

を離 れ,持 主 を失 った はず の椅子類 が,単 なる骨董収集 の為 では な く,今 だ

に多 くの人 々 に使 い続 け られ,生 産 されて いる とい う,層 の厚 さにあ る。

2.寡 黙 な椅 子 は可能か

今,椅 子 は も う出尽 くしたよ うにも思 える。 出口は混 沌 として見 えな い。

見 えないか ら,ま す ます,お しゃべ りな椅子 が氾濫 す る。

私 は,一 人 で おしゃべ りしな い椅子 を作 りたい と考 えてい る。没個性 的 と

い う意味 では ない。人 がす わって初 めて生 き生 きす るよ うな,も う何 年 も持

主 と共 に あるよ うな,そ んな存 在感 の椅 子は作 れ ないものか と。

写真 は,セ クショナ ル ・チ ェアー で,1脚 で は,自 在 なす わ り方,2脚 で

は ラブチェ アー に,長 くしてベ ッ ドに と,持 主任 せの使 用 が可能 にな ります。

材料はナラ材 ・裂地張 り。

製作年 月 日1983年3月

販 売予定1983年11月

制 作所 二葉 工業株式会 社

一76一



一77一



椅 子 シ リ ー ズNo.2

低 座 椅 子(日 本 建 築 空 間 へ の 提 案)

村 上 太 佳 子

日本の伝統空間の持つ、高 く洗練 された質をもう一度現代の生活の中に生

かすために,日 本人の持つ感性 を主題 として,そ の感性 が日本の伝統空間と,

そこに表れる道具のあり方 を問い直すことによって、日本の空間の中での現

代人の座すための道具 としての椅子,低 い座 を持った椅子を考 えてみました。

日本の伝統空 間 が持 つ高 い質 と同質 の感性 費持つ もので ある こと,空 間 と人

の要求 に こた えて,表 れ た り,消 えた りで きる もので あるこ と,そ して,人

が座 す こ とに十分 に耐 え うる本 質 をもっ もの,そ んな もの を求 め なが ら,そ

の道 具 を使 うことによ ってや す らぎを得 られ るもの を目 ざ して,低 さへ 向っ

て設計 してみ ま した。 日本の空 間 に特有 の,外 と内 とを さわや か に流 れ る空

気 が,こ の低座 椅子 を使 うこ とによって感 じられ れば と思 い ます。
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椅 子 シ リー ズNo。3

ペ ー パ ー チ ェ ア

中 村 隆 一

3脇 と510/mの 厚 紙 に耐水紙 をオーバー レイ し,折 り曲げ加工 した後,プ ラ

スチ ックの ボ ル トナ ッ トで4個 所 を固定 して(接 着剤"ボ ン ド"併 用)組 立

てた もので ある。主 材 が1,100'"/m×800脇 の 厚紙5枚 の材料で あるため,材 料

費は極 めて安価 で ある。(≒4,000円)こ れ は試作 品で あるが,現 在 トム ソ ン

型 によ り手加工 の手間 を省 く工程 を考慮中。
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椅 子 シ リ ー ズNo.4

「子 供 の た め の 二 つ の 椅 子 」

中 淳 子

子供 が もの を食べ た り遊 んだ りす ると きど きに,自 分 の椅 子 と して愛着 の

もて るもの を,と い うことで計画 しま した。

単 なるパ ネル(シ ナベニ ヤ15脇)だ けの組 み合 わせ によるので,使 い方 に

応 じて天板 や下 の物置 台 をはめた りはず した りもで き,ま た年令 は0歳 から

6～7歳,或 いは それ以上 の子供 で も使 用で きます。

もちろん,し ば ら く使 わ ない とい うよ うな ときには,簡 単 にノ ックダウ ン

で きるので,現 代的条件 で ある省 スペー ス とい うこ とに も適 ってい ると思 い

ます。

1983.5(㈱GL制 作)
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子供のための二つの椅子
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椅 子 シ リー ズNo.5

ウ レ タ ン フ ォ ー ム に よ る イ ン サ ー トモ ー ル ド椅 子

野 口 茂

椅子のデザイ ンは,新 らしい材料や技術の開発 によって,飛 躍的な展 開を

示す場合が多い。

写真の椅子は,1961年 米国のジョン ・ホローズにより製法が考案 され,東

洋ゴム工業(株)が その特許 を得て,商 品化 したものである。(特 公昭36-

8385)そ")特 徴 は,1950年 代に開発 された耳RPを 素材 としたシェル構造の

椅子 に対 し,発 泡ウレタンを用い適度の弾性 を持つ三次曲面の形成と,強 度

に要する炭素鋼管の内蔵 を同時に一体成形 し,単 一工程で量産 し得ることで

ある。材質的には通気 ・断熱 ・保温等の性能に優れ,か つ比重 が小 さく硬度

変化が可能等の特性 が多い。

しか しその生産については本邦で最初の試みであるため,物 性や技術上の

問題点 が多 く,デ ザインは先づ それ らの厳 しい制約 を満足 しつつ,椅 子 とし

ての諸条件 を具備することであった。

製品は同社 より 「ソフランチェアー」 として,昭 和38年 頃 より市販 されそ

の後シリーズ商品として数種量産 されたが,生 産総数の詳 しい記録は不明で

ある。

椅子の支持面 が人体曲面にそい弾性 を持つことは,デ ザイナーとして長年

の願望であった。その要望 が一応結実 し得たのは,技 術者の多大な協 力によ

るものであった。(全 家連 グランプリ受賞)
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